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機械エネルギーと電気エネルギーを変換する

こんな問題に取り組んでいます

圧電素子という材料は、電気エネルギーと機械エネルギーを結
びつける材料で、次世代モータや、高感度加速度センサ、ジャイ
ロセンサ、超音波センサとして研究されています。我々は、この
材料の高品質化や、新しい駆動原理の開発、圧電素子によるナ
ノテク測定器の応用を行っています。

こんなことがわかってきました

電気エネルギーと機械エネルギーを変換する効率が最も高い材
料のひとつにPZTという材料があります。しかし、このPZTは単結

晶を作ることができないと言われていました。我々は、新しい合
成法(水熱法)を用いることで極めて高品質な単結晶薄膜の合成

圧電効果
力を加えると電気が発生します。

逆圧電効果
電圧を加えると力を発生して形が
変形します。

ができるようになってきました。

圧電材料は、非常にシンプルな構造で電気機械変換が可能であ
るために 小さなデバイスを作ることが可能になります 例えば

研究の成果はこんな分野に活かされます

圧電素子を用いた発電デバイス

左にある圧電素子に力を加えると
力が電圧に変換され、右の回路中の
コンデンサに電荷が蓄えられます。
その電気エネルギ を使うことで

圧電素子 コンデンサ

るために、小さなデバイスを作ることが可能になります。例えば、
超音波センサの付いたマイクロカプセルを飲み込むことによって、
体の中の超音波画像が取れるようになるかもしれません。
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その電気エネルギーを使うことで、
発光ダイオードを点灯させることが
できます。
このように、圧電素子を用いることで
簡単に発電デバイスを作ることが
できます。発光素子(LED)
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